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１．目的 

数 Cの授業でやった行列をより深く学び、発展的な内容まで理解するため。 

２．研究・実験の手順 

○３次行列の逆行列を求める。 

 

○３次の回転の公式を求める。 

2次の行列とは違い回転する次元が3つあるので回転後の座標を求めるのに式を３つ用いる。 
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Zを固定した場合、2次と同じように求められるので以下の式となる。 

 

 

 

同様に X,Yを固定した場合以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行列の種類を調べる。 

・単位行列 

対角成分には１が並び、他は全て０である行列。 

 

 

 

・零行列 

全ての成分が０である行列。 

 

 

 

・三角行列 

対角線の左下、または右下の成分が全て０である行列。 

特に、左下が０の行列を上三角行列、右下が０行列を下三角行列という。 
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上三角行列               下三角行列 

 

【性質】 

・上（下）三角行列同士は足してもかけても上（下）三角行列である。  

・三角行列の行列式は対角成分の積で表される。よって、どの対角成分も零でなければ、

三角行列は逆行列を持つ。 

・対角行列 

正方行列かつ、その対角成分以外が０であるような行列。 

 

 

・冪零行列 

冪零（累乗）して零行列となる正方行列。 

ある自然数ｍに対して、M m = O が成り立つ行列 Mのこと。 

例… 

 

 

【性質】 

・冪零行列の固有値は 0 のみである。逆に、固有値が全て 0 である行列は冪零行列であ

る。 
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・対称行列 

正方行列であり、(m,n)成分と（n,m）成分が同じである行列。 

 

 

 

３．結果 

３次の逆行列 

 

３次の回転 

 

 

 

 

４．結果に対する考察、わかったこと 

３次行列の逆行列や、回転の公式を求めてみて、２次の行列と非常に似ていると思った。 

また、数 Cで学んだ行列以外にも様々な種類の行列があるとわかった。 

 

５．感想 

３次の行列の逆行列を求めるのは複雑な計算になってとても大変だった。 

大学で行列を学ぶ機会があったら、これを生かしたいと思った。 


